

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法 34 20 6 2 5 1??
理　工 41 7 8 3 10 13
茨城キリ大　文 40 4 18 12 6 0
単位：人
に集計を試みた。（表1）
　明治大学法学部学生（以下，法学部学生と略記）においては，「むずかし
い」が58．8％を占めた。茨城キリスト教大学生（以降，ICC学生と記す）は，
むずかしさの中に楽しさや意義を見出す者が75％となっている。この点に
おいて，両者は顕著な差異を見せている。すなわち，法学部学生が「むずか
しい」から発展性に乏しいのに対し，児童教育を専攻するICC学生はむず
かしさを楽しく意義あるものとして捉えている。これは，女性の比率は法学
部生が約26％であるのに対し，ICC学生は95％という性差を考慮しても，
学問の特性と教育の在り方に何らかの違いがあるように思われる。
　理工学部学生の記述は，半数以上が白紙と意味のない文言で，文系とは興
味の方向性に相違を見せた。しかし，「むずかしいが楽しい」「楽しくて意義
あり」と答えた比率は，法学部を3ポイント余り上回っている。
2．　その他の要約
　1998年における上記の3教室と1999年の法学部生のものを合わせ，主だ
った表現を要約した。便宜上，（1）ことわざ創り　（2にとわさ創りのヒント
に分類したが，両者に明確な隔たりがあるわけではない。なお，単に，時間
がなかった，疲れた，眠かった，大変だった，むずかしかった，苦手だ等々
の文言は，誰しもが当然のことと考え，一部を記載するに留めた。
（1）ことわざ創り
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・スキーの授業で頭を使うことが新鮮だった。
・ことわざを創る，ということが新鮮だった。
・短い言葉でいろいろな事を伝えようとするのは，むずかしいと改めて思
った。
・疲れるのは体だけだと思っていたのに…。
・発表すると聞いたので真面目に書いてしまった。発表なしで，下らない
事を書きたかった。
・このようなことわさを考えてみるのも，たまにはいいなあと思った。
・提出の15分ぐらい前まで自分の頭と格闘した。
・「自分と対話すると見えないものが見えてくる」とおっしゃったことが
実感できた。
・どんなものがことわざなのかあまり分からなかったので，思ったことを
書いた。
・時間がなかった。
・疲れと眠気との戦いだった。
・改めてスキーの楽しさと言葉の面白さを感じた。
・創造することの難しさ痛感。
・体育の授業なのに意外だった。創ることに意味があり，忘れられないこ
　とになるだろう。
・国語的な知識がなく，従来のことわさすら思いつかなかった。（多数）
・個性のある企画だ。
・2日目からはポンポソ浮かんできた。できた作品を誇らしく思う。
・このイベソトがなかったら，実習の満足度は違ったものになったかも知
れない。
・同類の句があるため，他の人の発表は最終日だけにした方が良い。
・良い体験ができた。
・この3日間の私がよく出ていると思う。
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　・スキーの上達よりむずかしい。人生の楽しみが増えた。
　・どれだけボキャブラリーがあるか試されているような気がした。
　・日頃頭を使っていないのがよく分かった。（多数）
　・スキーの知識がなく，思うがままに書くのが精一杯だった。
　・体がボロボロなのに頭を使うとは。良い経験をさせてもらった。この講
　　義を選んで正解。
　・40分のみで創作できた。それだけスポーッ実習の印象が強かったから
　　だと思う。
　・表現力と心理が大きく左右する。
　・ことわさによってヒューマニティーがよく分かることが分かった。
　・5・7・5を意識してしまいことわさらしくないが，けっこう楽しく書け
　　た。
　・テーマについて考えることができ，スキーの復習にもなると思う。
　・久々に違った頭を使った。
　・一度調子に乗ると意外に浮かんでくるもの。普段やらないよい経験だっ
　　た。
　・是非，題に先生の項を入れてほしかった。
　・うまいものを考えつくと，満足で少しうれしかったりもした。
　・ことわざはレポートよりもむずかしい。
　・標語かことわさか分からなくなってしまった。
　・ことわざというよりダジャレになってしまった。
　・ただの文になってしまった。
　・結局書いたものはよく分からなかった。
　・できた作品の良さに喜びと感動がある。
　・けっこう満足している。たまには「笑点」みたいなことも面白いと思う。
　・友達の創った短文を聞くのは楽しい。
　・俳句や川柳やキャッチコピーのようになってしまった。
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・素直な気持ちが出て魅力的だけど，頭の回転が必要だ。
・今までの自分の苦労や楽しさを振り返ることができた。
・その人その人の表現力や個性が現れるので面白い。
・これだけの言葉で気持ちが伝わると思うとワクワクする。
・リフトに乗って友達と「ことわさノイローゼだね」と話しながら考えた。
・読み返してもおもしろい。
・まだ完全に楽しめないことが残念。
・うまい自分の言葉が見つからない。来年会えたら聞いてほしい。
・スキー実習を振り返ることができ，注意力や観察力が増した。
・レポートなどより素直な気持ちが現れるようだ。
・思ったより楽しくできた。スキーに対する感じ方や技術面での未熟さを
認識できた。
・スキー以外でも作ってみたい。
・みんな会うたびに「ブッブッ」とことわざを創っているのがおもしろい。
・教師になる自分のあるべき姿を確認できた。
・自分の心や友達の心に触れるきっかけになった。
・会話が弾みとても楽しい。でも最後の1つがうまく出てこない。納得
　いかん。
・「ことわざ創った？」が挨拶代わりになった。
・「あっこちゃん」。それは秘密だから。
（2）ことわざ創りのヒント（失敗や苦労話に隠れたヒソト）
　・直接感じたことを書きました。
　・ことわさや四字熟語をちょっと変えて創作した。
　・リフトの上とトイレの中だと良い作品が浮かびやすい。
　・それぞれのシーンを思い出しながら考えた。
　・思ったらその場ですぐにメモ。
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　・滑っているとき以外は，食事中も入浴中も，夢の中でも考えていた。
　・何度も書き直してみる。
　・体験を他の人がうなずけるように表現する。
　・ことばをかけあって創ろうと思った。
　・先生の話や一般のことわざを参考にした。
　・ルームメイトと一緒に考えたりしたが，結局自分のことで精一杯だっ
　　た。
　・うれしいことがあると，すぐことわさにしようと考えた。
　・楽しいこともいっぱいあったのに，それが書けていない。
　・あれ？，なるほど，と思わせるのが好き。一日中考えていた。
　・全体はできても，部分的な言葉選びに迷ってしまう。
　・ことば自体は思い出せても，その言葉を連ねることが大変。
　・文章のシェイプアップが不十分でスリム化に苦労。
　・久しぶりに柔らかいものの考え方をした。
　・ネタは見つかっても，うまい具合に調子良い言葉にならない
　・本歌取りをしようとしたが，自分があまりことわざを知らないので悲し
　　くなった。
　・やってきたことをすべて振り返ることができて，とてもためになった。
　・語呂を結びつけることが難題だった。
　・ことわさ創りの面白味は思い出の具体化か，と思えた。
　・書いたもん勝ち。ことわざはなるほどと思わすことができるのがおもし
　　ろい。
　・何か面白いものはないかと想像をふくらまし，直感・感性で創り出す。
　・そのまま言葉に残すのではなく，工夫することにより少しずつ変わって
　　くる。
　・自分の心が動いたときに，フッことわさが浮かんできた。
　・意気込んだら余計に思いつかない。
「創作ことわさ」と「スキーのことわさ創り」　53
・友達と話しているとき，「それいただき」ということが何度もあったが，
すぐ忘れてしまう。
・客観的・一般的に考えてしまうので，おもしろいものができなかった。
皿　おわりに
　「必ず光る一人一諺」。これが，文系学生に対する実感である。事実，最初
の水準では，選抜すべきことわさがないという学生は，皆無であった。理系
の学生にとっては，「寝耳に水のことわざ創り」であったことと思う。しか
し，文系よりもはるかに感性の豊かな学生もみられ，日常から左右の脳内キ
ャッチボールができていることをうかがわせた。
　スキーは，ことばを紡ぐ材料に恵まれている。とはいえ，遠く離れた雪山
でのスポーッと集団生活という非日常の世界ゆえに，疲労や時間的な制約が
ある。その中で，学生諸君はよくやってくれた。逆に，厳しい条件下であっ
たからこそ，集中してことわさ創りができたといえるかもしれない。
　いずれにしても，スポーツの創作ことわざという切り口に，意外性と新鮮
さを感じ取ってくれた結果であると考える。暗記ではなく想像性豊かに創造
する，つまり，自分に納得できる何かを創り出すことに感動を得たためであ
る，と言える。松尾芭蕉が言う《舌頭に千転させる》環境が与えられれば，
彼らの輝きは一層増すものと確信する。
　わたしにとっては，緒についたばかりの《スポーッのことわざ創り教育》
である。手始めとなった《スキーのことわざ創り》は，試験的なものであっ
た。結果として，資料を十分に解析するまでには至っておらず，多くの課題
を残している。が，あえて生の資料を公開したのは，加工してしまったもの
よりもリアリティーをもって迫ってくる，と考えたからである。
　《スポーッのことわさ創り》は，単なる研究テーマに留まらず，教育その
ものとしても，溢れる魅力を備えていることが確認できた。今後も継続して
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実践していきたいと考えている。
　末筆となったが，スキーのことわざ創りにご理解下さった明治大学理工学
部の長谷川宏一教授，茨城キリスト教大学の鋤柄純忠教授をはじめ，スキー
教室の先生方，学生諸君に感謝の意を表する。
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